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会議所は企業の要、地域の灯会議所は企業の要、地域の灯

20222022 99
会員数932名会員数932名

▲館山夕日海岸（8月27日撮影）

無担保、無保証人、低利子で融資無担保、無保証人、低利子で融資
～マル経融資制度～

利子補給（0.5％）制度が利用できます!
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により
「㈱日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問
い合わせください。☎ 22－8330

担保、保証人 不　要

貸 付 限 度 額 2,000万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年1.21％（令和 4 年 9月1日現在）

融 資 対 象

従業員（家族従事者、パート、法人
の役員除く）が商業・サービス業
は5名以下、製造業・その他は20
名以下の小規模事業者

◇任期満了に伴う議員改選が進む
　 　　～選任された３号議員９名を確定告示～

◇元会頭　髙橋弘之氏ご逝去
◇中小企業のセキュリティ対策
　 　　～ＩＴ導入補助金の活用を～

◇潮流を読む
　　　 「ネット世界でのイノベーションの秩序の変化」

　 LOBO７月結果　
◇業況ＤＩは改善傾向続く　～感染再拡大の懸念強まる～
　 青年部の窓　
◇「花火とフラメンコ２０２２を終えて」
◇職場のかんたんメンタルヘルス

令和4年8月31日現在令和4年8月31日現在



会 議 所 だ よ り
令 和 ４ 年 9 月 10 日（2）

　

令
和
４
年
10
月
31
日
の
任
期
満

了
に
伴
う
議
員
の
改
選
が
、
議
員

選
挙
選
任
規
定
に
従
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
９
日
当
所
に
お
い
て
第
３

回
常
議
員
会
が
開
か
れ
、
３
号
議

員
の
選
考
や
各
部
会
に
対
す
る
２

号
議
員
の
割
当
数
に
つ
い
て
慎
重

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
常
議
員
会
の
手

続
き
に
伴
い
、
同
日
３
号
議
員
の

選
任
確
定
告
示
が
商
工
会
議
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
任
さ
れ
た
３
号
議
員
９
名
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

佐
藤
興
二　

㈱
さ
と
う

加
藤
克
美　

白
子
屋
酒
店

本
間　

亨　

房
州
物
流
㈱

本
橋
亮
一　

㈲
も
と
は
し

御
子
神
徳
重

　
　
　
　

㈱
ユ
タ
カ
設
備
工
業
所

角
田
吉
夫　

㈲
ピ
ー
ス
製
菓

渡
辺
雄
二　

渡
辺
建
設
㈱

川
名
光
俊　

㈱
清
水
屋
商
店

上
山
立
巳　

㈲
カ
ミ
ヤ
マ

〈
２
号
議
員
（
２
１
名
）
は

各
部
会
で
選
出
〉

　

ま
た
、
こ
の
日
の
常
議
員
会
で

の
各
部
会
に
対
す
る
２
号
議
員
の

割
当
数
決
定
に
伴
い
、
９
月
９
日

に
は
部
会
長
連
絡
会
議
を
開
催

し
、
９
月
26
日
か
ら
30
日
の
間
に

開
催
さ
れ
る
各
部
会
の
日
程
が
調

整
さ
れ
た
。
こ
の
期
間
に
開
催
さ

れ
る
各
部
会
に
よ
り
、
部
会
選
出

の
２
号
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
す
。

　

第
３
回
常
議
員
会
で
決
定
し
た

各
部
会
の
割
当
数
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

商
業
部
会　
　

５
名

工
業
部
会　
　

３
名

建
設
業
部
会　

３
名

飲
食
・
観
光
・
衛
生
業
部
会

　
　
　
　
　
　

４
名

庶
業
部
会　
　

６
名

〈
１
号
議
員
の
立
候
補

締
め
切
り
は
９
月
27
日
〉

　

残
る
１
号
議
員
30
名
は
、
立
候

補
・
選
挙
で
行
わ
れ
ま
す
。
９
月

16
日
か
ら
立
候
補
の
受
付
を
開
始

し
、
９
月
27
日
午
後
４
時
で
立
候

補
を
締
め
切
り
ま
す
。

　

選
挙
投
票
日
は
10
月
６
日
（
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
）
と

し
、
即
日
開
票
さ
れ
ま
す
。
立
候

補
者
数
が
１
号
議
員
の
定
数
を
超

え
な
い
場
合
は
、
投
票
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
。当
選
人
の
確
定
告
示
は
、

10
月
７
日
商
工
会
議
所
に
提
示
さ

れ
ま
す
。
10
月
13
日
に
は
、
全
当

選
議
員
並
び
に
選
任
議
員
の
告
示

が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
議
員
選
挙

選
任
事
務
が
完
了
し
ま
す
。

　

現
議
員
の
任
期
は
10
月
31
日
で

満
了
と
な
り
、
新
議
員
は
11
月
１

日
か
ら
就
任
し
、
令
和
７
年
10
月

31
日
ま
で
の
間
館
山
商
工
会
議
所

最
高
議
決
機
関
で
あ
る
議
員
総
会

の
構
成
員
と
し
て
職
務
を
遂
行
し

ま
す
。

充実した設備と
　細かいサービス
大型カラー印刷機完備 !!

お気軽にお問合せください

○チラシ・パンフレット印刷
○オンデマンド印刷
　データ入稿～印刷～製本
○記念誌・自分史・郷土史
　写真集・自費出版　etc…

館山本社・館山工場
館山市山本226　〒294-0014
TEL.0470-22-2277
FAX.0470-23-2278

千葉支社（経営本部）
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813
TEL.043-300-8661
FAX.043-300-8665

任
期
満
了
に
伴
う
議
員
改
選
が
進
む

～
選
任
さ
れ
た
３
号
議
員
９
名
を
確
定
告
示
～

『商工会議所福祉制度キャンペーン』実施のお知らせ
　ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャン
ペーン」を10/3～11/30に実施いたします。
　本キャンペーンは、『商工会議所福祉制度』
を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所
の福祉向上にお役立ていただくことを主な目
的としています。
　『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の
皆様の保障や退職金準備他、入院・介護・老
後に備えた様々な保障ニーズにお応えするもの
です。
　商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社
の担当社員がお伺いした際には、是非ご協力
いただきますようお願い申しあげます。

※�「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株
式会社により運営されている組織です。



会 議 所 だ よ り
（3） 令 和 ４ 年 9 月 10 日

取締役会長　石 渡  和 男取締役会長　石 渡  和 男
館山市湊427

自動車買取致します自動車買取致します

　

当
所
顧
問（
元
会
頭
）、髙
橋
弘

之
氏（
株
式
会
社
房
洋
堂　

社
長
）

が
、去
る
令
和
４
年
８
月
25
日
に

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
氏
は
、昭
和
57
年
～
平
成

13
年
ま
で
常
議
員
、平
成
13
年
か

ら
平
成
16
年
ま
で
副
会
頭
、ま
た

平
成
16
年
～
平
成
26
年
ま
で
会

頭
、さ
ら
に
平
成
26
年
３
月
か
ら

は
顧
問
と
し
て
、40
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
商
工
会
議
所
役
員
と
し

て
地
域
経
済
を
牽
引
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、公
職
と
し
て
千
葉
県
人

事
委
員
、館
山
市
教
育
委
員
長
、館

山
市
総
合
計
画
審
議
会
委
員
長
等

を
務
め
ら
れ
、民
間
団
体
で
は
、千

葉
県
商
工
会
議
所
連
合
会
副
会

長
、全
国
和
菓
子
協
会
常
人
理
事
、

館
山
青
年
会
議
所
理
事
長
、日
本

青
年
会
議
所
教
育
政
策
委
員
長
、

千
葉
県
菓
子
職
業
訓
練
協
会
会

長
、千
葉
県
菓
子
工
業
組
合
理
事

長
、館
山
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会

長
、館
山
市
観
光
協
会
会
長
、南
房

総
観
光
連
盟
会
長
、千
葉
県
観
光

物
産
協
会
会
長
、館
山
ボ
リ
ュ
ー

ム
会
会
長
等
、こ
の
他
に
も
数
多

く
の
役
職
を
務
め
ら
れ
、地
域
社

会
・
地
域
経
済
の
発
展
に
大
き
な

足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
御
功
績
が
認
め
ら

れ
、平
成
28
年
に
旭
日
小
綬
章
を

受
章
さ
れ
た
他
、関
東
経
済
産
業

局
長
表
彰
、千
葉
県
知
事
表
彰
、館

山
市
長
表
彰
、海
上
自
衛
隊
海
上

幕
僚
長
感
謝
状
な
ど
、数
多
く
の

受
章
の
栄
に
も
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
頭
在
任
中
に
は
、一
貫
し
て

中
心
市
街
地
活
性
化
、特
に
中
心

商
店
街
の
活
性
化
を
喫
緊
の
課
題

と
捉
え
、そ
の
実
現
に
取
組
ま
れ

ま
し
た
。平
成
26
年
に
は
、中
心
市

街
地
活
性
化
に
関
す
る
研
究
事
業

の
集
大
成
と
し
て「
中
心
市
街
地

活
性
化
報
告
書
」を
ま
と
め
上
げ
、

関
係
機
関
等
へ
提
言
を
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、地
域
産
業
・
観
光
の
推

進
に
も
取
り
組
ま
れ
、昭
和
62
年

に
は
時
代
に
先
駆
け
て「
リ
ゾ
ー

ト
」に
着
目
、当
所
内
に
特
別
委
員

会
と
し
て「
リ
ゾ
ー
ト
商
工
研
究

会
」を
立
ち
上
げ
、土
地
柄
を
活
か

し
た
地
域
開
発
や
、会
員
事
業
所

へ
の
情
報
提
供
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
他
、平
成
９
年
～
12
年

に
は
個
性
あ
る
観
光
地
づ
く
り
と

物
産
開
発
の
必
要
性
に
着
目
し
、

地
域
特
産
品
等
開
発
推
進
事
業
に

も
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。そ
の
他

に
も
、東
関
東
自
動
車
道
館
山
線

の
整
備
促
進
や
、城
山
公
園
の
利

活
用
と
し
て「
城
山
み
や
げ
処
設

置
事
業
」に
も
取
り
組
み
、地
域
産

業
・
観
光
の
振
興
に
も
大
き
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
事
業
者
の
拠
り
ど
こ
ろ
で

あ
る
商
工
会
議
所
と
し
て
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
御
功
績
は
、小
規
模

企
業
金
融
の
支
援
に
関
す
る
も
の

で
、市
内
の
小
規
模
事
業
者
の
経

営
安
定
化
に
資
す
る
べ
く
、マ
ル

経
資
金
の
利
子
補
給
制
度
の
創
設

に
取
組
ま
れ
ま
し
た
。こ
の
制
度

に
よ
る
利
子
負
担
軽
減
は
、今
日

に
お
い
て
も
市
内
事
業
者
の
経
営

支
援
に
お
い
て
、大
き
な
助
け
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、髙
橋
顧
問
は
、商

工
会
議
所
活
動
に
お
い
て
大
き
な

功
績
を
残
さ
れ
、こ
の
他
に
も
官

民
様
々
な
団
体
で
ご
活
躍
さ
れ
、

産
業
界
の
み
な
ら
ず
地
域
社
会
の

発
展
と
安
定
、社
会
福
祉
の
増
進

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
ご
逝
去
は
、当
所
に

と
っ
て
大
変
大
き
な
損
失
で
あ
り

ま
す
が
、心
安
ら
か
に
永
遠
の
眠

り
に
つ
か
れ
ま
す
よ
う
、謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

元
会
頭
　
髙
橋
弘
之
氏
ご
逝
去平成28年10月10日　旭日小綬章受章祝賀会平成28年10月10日　旭日小綬章受章祝賀会

平成25年9月6日　森田県知事（当時）本社工場視察平成25年9月6日　森田県知事（当時）本社工場視察



会 議 所 だ よ り
令 和 ４ 年 9 月 10 日（4）

中
小
企
業
の　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

推
進
枠
を
創
設

　

国
際
情
勢
の
緊
張
な
ど
に
よ
り

サ
イ
バ
ー
攻
撃
事
案
の
潜
在
リ
ス

ク
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
経
済
産
業
省
は
Ｉ
Ｔ
導
入
補

助
金
に
お
い
て
新
た
に
「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
推
進
枠
」を
創
設
し
、

８
月
９
日
か
ら
申
請
受
け
付
け
を

開
始
し
た
。
こ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
推
進
枠
を
活
用
す
る
こ
と
で

「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助

け
隊
サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
料
が
上

限
１
０
０
万
円
（
補
助
率
２
分
の

１
以
内
）
ま
で
支
援
さ
れ
る
。

　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助

け
隊
サ
ー
ビ
ス
は
、
中
小
企
業
の

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

不
可
欠
な
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
安
価
に
提
供
す
る

民
間
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、現
在
、

所
定
の
基
準
を
満
た
し
た
18
事
業

者
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
登
録

さ
れ
て
い
る
。具
体
的
に
は
、ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
一
括
的
に
監
視
す
る

機
器
、
ま
た
は
端
末
の
不
審
な
挙

動
な
ど
を
監
視
す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
導
入
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
が
24
時
間
監
視
を
行
う
。

　

不
審
な
通
信
な
ど
を
検
知
し
た

場
合
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
中

小
企
業
に
通
知
を
行
う
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
駆
け
付
け
支

援
を
行
う
。
こ
の
突
発
的
に
発
生

す
る
駆
け
付
け
費
用
な
ど
を
簡
易

サ
イ
バ
ー
保
険
で
補
償
す
る
。

　

こ
れ
ら
サ
ー
ビ
ス
が
ワ
ン
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
提
供
さ
れ
る
た
め
、
専

門
知
識
が
な
い
中
小
企
業
で
も
簡

単
に
導
入
・
運
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
中
小
企
業
か
ら
は
、「
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
担
当
者
が
い
な
い
た
め
、

ま
と
め
て
お
任
せ
で
き
る
の
が
あ

り
が
た
い
」、「
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

が
安
い
の
で
助
か
っ
て
い
る
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

も
と
も
と
価
格
設
定
に
上
限
が
あ

り
安
価
で
あ
る
が
、
Ｉ
Ｔ
導
入
補

助
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
さ
ら
に

導
入
し
や
す
く
な
る
。

サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
に

外
部
サ
ー
ビ
ス
が
有
効

　

独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構
（
Ⅰ
Ｐ
Ａ
）
が
実
施
し
た

「
２
０
２
１
年
度
中
小
企
業
に
お

け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に

関
す
る
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
者
（
兼
務
含

む
）
が
任
命
さ
れ
て
い
る
中
小
企

業
は
約
４
割
と
な
っ
て
お
り
、
企

業
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
担
当
者
が
任
命
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
お
助
け
隊
実
証
事
業
に
お

い
て
業
種
や
規
模
に
か
か
わ
ら
ず

全
て
の
企
業
に
お
い
て
サ
イ
バ
ー

攻
撃
と
思
わ
れ
る
通
信
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
も
は
や
他
人
事
で
は

な
い
。
人
材
不
足
な
ど
に
よ
り
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
担
当
者
の
任
命
が
難

し
い
企
業
で
は
、
サ
イ
バ
ー
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助
け
隊
サ
ー
ビ
ス

の
よ
う
な
外
部
サ
ー
ビ
ス
の
活
用

は
有
効
な
選
択
肢
に
な
る
と
考
え

る
。

　

ま
た
、
同
調
査
に
よ
る
と
、
過

去
３
期
に
お
け
る
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
投
資
を
行
っ
て
い
な
い
中
小

企
業
は
約
３
割
と
な
っ
て
い
る
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
投
資
を
行
わ

な
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、「
必

要
性
を
感
じ
て
い
な
い
」
の
割
合

が
最
も
多
く
40
・
５
％
で
、「
費

用
対
効
果
が
見
え
な
い
（
24
・

９
％
）」、「
コ
ス
ト
が
か
か
り
過

ぎ
る
（
22
・
０
％
）」
が
続
い
て

い
る
。
必
要
性
に
関
し
て
は
経
営

者
の
リ
ス
ク
認
識
に
よ
る
と
こ
ろ

も
大
き
い
が
、
費
用
対
効
果
や
コ

ス
ト
面
で
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
投

資
を
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
中
小
企
業

は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お

助
け
隊
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
検
討

す
る
価
値
が
あ
る
。
24
時
間
の
監

視
や
運
用
レ
ポ
ー
ト
な
ど
の
作
成

を
自
社
で
実
施
で
き
る
中
小
企
業

は
限
ら
れ
て
お
り
、
外
部
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
方
が
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
高
い
。
ま
た
、

取
引
先
か
ら
の
信
頼
の
獲
得
も
期

待
で
き
る
。

　

Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
、
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助
け
隊
サ
ー
ビ

ス
の
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ

の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
て
確
認
し
て

ほ
し
い
。

（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構
・
江
島
将
和
）

～
Ⅰ
Ｔ
導
入
補
助
金
の
活
用
を
～

■法　　律� 千葉県産業振興センター

■税　　務� 佐藤　裕介　先生
� 根本　嘉美　先生

■商標�特許� 神崎　正浩　先生
ご相談のときは事前にご連絡下さい。

ＩＴ導入補助金は
こちらを参照

サイバーセキュリティ
お助け隊サービスは
こちらを参照
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潮

流

を

読

む

「
ネ
ッ
ト
世
界
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
秩
序
の
変
化

「
ネ
ッ
ト
世
界
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
秩
序
の
変
化

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
「
技
術
革

新
」
と一
般
的
に
訳
さ
れ
る
が
、
そ

の
発
端
は
60
年
以
上
前
の
１
９
５

８
年
の
「
経
済
白
書
」〔
注
１
〕

で
「
技
術
革
新
」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
た
こ
と
ら
し
い
。
そ
こ
で
は

「
技
術
が
進
む
と
き
に
は
次
々
に

新
し
い
機
械
や
生
産
方
式
が
導
入

さ
れ
、
新
し
い
製
品
が
発
明
さ
れ

る
」
と
さ
れ
、技
術
革
新
（
投
資
）

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
「
復

興
建
設
需
要
」
に
次
ぐ
「
神
武

景
気
」〔
注
２
〕 

を
牽
引
（
け
ん
い

ん
）
し
た
主
な
要
因
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
単
に
高
度
経
済
成

長
を
牽
引
す
る
技
術
革
新
で
は
な

く
、
持
続
可
能
な
経
済
成
長
を
目

指
す
も
の
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

規
制
・
規
範
に
沿
っ
た
上
で
、
幅
広

い
社
会
的
・
経
済
的
・
技
術
的
な

あ
ら
ゆ
る
「
資
源
」
を
活
用
し
た

新
し
い
ア
イ
デ
ア
（
発
想
）
か
ら

社
会
的
意
義
の
あ
る
新
た
な
価
値

を
創
造
し
、
社
会
的
に
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
す
変
革
を
技
術
革
新

と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
ア
イ
デ
ア
と

は
、
こ
れ
ま
で
に
生
み
出
さ
れ
て

き
た
物
事
の
「
新
た
な
視
点
・
工

夫
」「
こ
れ
ま
で
組
み
合
わ
さ
れ
た

こ
と
の
な
い
要
素
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
」「
新
し
い
切
り
口
」「
新

し
い
捉
え
方
」「
新
し
い
活
用
法
」

を
創
造
す
る
も
の
を
指
す
。

　

そ
の
よ
う
な
現
代
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
世

界
中
の
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
効
率
よ

く
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
誰
が

リ
ソ
ー
ス
（
資
源
）
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
維
持
管
理
）
を
担
う
か
が
重
要

と
な
る
。
米
国
の
法
学
者
で
あ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
多
数
の

書
籍
の
著
者
で
あ
る
ロ
ー
レ
ン
ス
・

レ
ッ
シ
グ
（Law

rence Lessig)

は
「
過
去
１
０
０
年
に
わ
た
っ
て
、

政
治
的
議
論
に
お
け
る
争
点
の
ほ

と
ん
ど
は
、
リ
ソ
ー
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
方
法
と
し
て
ど
れ
が
一
番
う
ま

く
機
能
す
る
か　

―
―　

国
か
市

場
か　

―
―　

を
巡
る
も
の
だ
っ

た
。
冷
戦
は
ま
さ
に
こ
の
種
の
戦

い
だ
」
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
本

格
的
に
台
頭
し
て
き
た
２
０
０
１

年
に
出
版
さ
れ
た
書
籍
〔
注
３
〕

の
中
で
述
べ
て
い
る
。
自
由
主
義
の

西
側
諸
国
は
、
市
場
が
「
リ
ソ
ー

ス
」
を
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
で
き
る

と
信
用
し
て
い
た
。
他
方
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
と
も
に
、「
グ

ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
活
性
化

し
た
。「
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」

は
国
家
や
地
域
な
ど
の
境
界
を
越

え
た
社
会
的
あ
る
い
は
経
済
的
な

つ
な
が
り
が
地
球
規
模
に
拡
大
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
引
き
起
こ

す
現
象
で
あ
り
、「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
は
そ
れ
に
伴
う
さ
ま

ざ
ま
な
制
約
か
ら
の
資
源
の
開
放

に
よ
り
革
新
を
生
み
出
す
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
恩
恵
を
受
け
た

中
国
は
、
国
が
直
接
リ
ソ
ー
ス
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

国
際
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
競
争
で

台
頭
し
、
市
場
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
重
視
し
た
米
国
と
比
肩
す
る

地
位
を
確
立
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
が
実
現
し
た
背

景
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
に

お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
秩
序
の

変
化
が
あ
る
。
現
実
の
世
界
で
は
、

国
あ
る
い
は
市
場
運
営
者
が
法
規

制
や
ル
ー
ル
を
定
め
、
リ
ソ
ー
ス
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
そ
の
秩
序
の
下

で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
さ
れ

る
。
現
在
の
世
代
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
は
Ｗｅ
ｂ
２
・
０
〔
注
４
〕
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
双
方
向
で
情
報
の

や
り
取
り
が
で
き
る
こ
と
が
特
徴

で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
運
営
者
で
あ
る
グ
ー
グ

ル
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
大
手

企
業
が
中
央
集
権
的
に
ル
ー
ル
の

決
定
や
リ
ソ
ー
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

いっ
た
機
能
を
担
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
大
手
企
業
は
国
の
ル
ー
ル
に
従
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
Ｗｅ
ｂ
３
・
０

と
呼
ば
れ
る
次
の
世
代
で
は
、
中

央
集
権
的
な
組
織
が
法
な
ど
を
決

め
る
の
で
は
な
く
、「
コ
ー
ド
こ
そ

が
そ
こ
の
法
だ
」〔
注
５
〕 

が
秩
序

の
在
り
方
を
表
す
言
葉
と
な
る
。

つ
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
の
命
令

を
記
述
し
た
文
書
通
り
に
全
て
が

実
行
さ
れ
、
現
実
世
界
の
法
規
制・

規
範
か
ら
解
放
さ
れ
た
世
界
が
構

築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
例
え

ば
、複
製
で
き
な
い
唯
一
無
二
の
「
秘

密
鍵
」
を
持
て
ば
、誰
で
も
リ
ソ
ー

ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
か

つ
誰
か
一
人
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
ユ
ー
ザ
ー
間
で
分
散

的
に
リ
ソ
ー
ス
を
共
有
で
き
る
こ
と

と
な
る
。
こ
こ
に
Ｗｅ
ｂ
２
・
０
を

含
む
現
世
代
と
次
世
代
の
Ｗｅ
ｂ

３
・
０
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

秩
序
の
違
い
が
あ
る
。

　

リ
ソ
ー
ス
の
配
分
方
法
を
検
討

す
る
に
当
た
り
、
Ｗｅ
ｂ
３
・
０
の

よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
す

る
や
り
方
が
い
い
の
か
、
従
来
の
よ

う
に
国
と
市
場
が
規
則
・
規
範
を

定
め
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
や
り
方

が
い
い
の
か
、
判
断
が
求
め
ら
れ
る

分
岐
点
に
あ
る
と
い
う
論
調
が
ち

ま
た
で
は
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し

一
方
を
選
択
し
な
け
れ
ば
と
い
う

考
え
は
極
論
で
あ
り
、
両
方
の
優

れ
た
部
分
を
活
用
す
る
Ｗｅ
ｂ
２
・

５
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
紛
争
で
国
際
社
会
の
分

断
が
進
む
中
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
展
し
て
い
た
時
期
の
よ
う
に
何
が

“
正
し
い
”
か
の
同
意
を
、
新
興

国
を
含
む
多
く
の
国
で
得
る
こ
と

が
難
し
く
な
り
、
極
論
が
は
び
こ

り
や
す
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
ま
で
民
主
主
義
諸
国

が
積
み
重
ね
て
き
た
“
正
し
い
”

規
則
・
規
範
の
下
、“
正
し
い
”
発

想
で
正
し
く
先
端
技
術
を
活
用
し

た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
必

要
性
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。（
７
月
２
０
日

執
筆
）

〔
注
１
〕��

経
済
企
画
庁
「
昭
和
３
３
年

度
年
次
経
済
報
告
」
の
「
前

書
き
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。「
戦
後
の
日
本
経
済
は
、

世
界
経
済
の
発
展
と
そ
の
軌

を
一
に
し
て
、
復
興
建
設
需
要

と
そ
れ
に
つ
づ
く
盛
ん
な
技
術

革
新
投
資
に
よ
っ
て
、
ま
れ
に

み
る
高
い
成
長
を
持
続
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。」

〔
注
２
〕��

１
９
５
４
年
１
２
月
か
ら
５
７

年
６
月
ま
で
、
３
１
カ
月
間
続

い
た
景
気
拡
大
期
。

〔
注
３
〕��『
コ
モ
ン
ズ�

～
ネ
ッ
ト
上
の

所
有
権
強
化
は
技
術
革

新
を
殺
す　

the�future�
of�ideas:�the�fate�of�
th
e
�c
o
m
m
o
n
s�in

�a�
connected�w

orld

』
ロ
ー

レ
ン
ス
・
レ
ッ
シ
グ
著
、
山
形

浩
生　

訳

〔
注
４
〕�

Ｗ
ｅ
ｂ
（
ウ
ェ
ブ
＝
ワ
ー
ル
ド

ワ
イ
ド
ウ
ェ
ブ
）
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
標
準
的
に

用
い
ら
れ
て
い
る
文
書
の
公

開
・
閲
覧
シ
ス
テ
ム
。
２
・

０
は
第
何
世
代
か
を
指
す
。

そ
の
前
の
世
代
の
Ｗ
ｅ
ｂ
１
・

０
は
、
１
９
９
５
年
か
ら
２
０

０
５
年
頃
に
利
用
さ
れ
て
い

た
Ｗ
ｅ
ｂ
を
指
し
、
基
本
的

に
情
報
の
利
用
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
運
営
者
か
ら
の
一
方

通
行
で
あ
っ
た
。

〔
注
５
〕��

出
所
は
脚
注
３
と
同
様
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

株
式
会
社
大
和
総
研

　
　

金
融
調
査
部　

主
席
研
究
員

　
　
　

内
野　

逸
勢
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日
本
商
工
会
議
所
は
７
月
29

日
、
７
月
の
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｏ（
早
期
景
気
観
測
）調
査
結
果
を

発
表
し
た
。７
月
の
全
産
業
合
計

の
業
況
Ｄ
Ｉ
は
、▲
17
・
８（
前
月

比
プ
ラ
ス
２
・５
㌽
）と
な
り
、
５

カ
月
連
続
で
改
善
し
た
。人
流
の

回
復
と
と
も
に
、
夏
物
商
材
が
好

調
だ
っ
た
百
貨
店
な
ど
の
小
売
業

で
業
況
が
改
善
し
た
ほ
か
、
民
間

の
設
備
投
資
が
堅
調
に
推
移
し
た

製
造
業
や
、小
売
業
・
製
造
業
に
け

ん
引
さ
れ
た
卸
売
業
で
業
況
が
改

善
。一
方
で
飲
食
・
宿
泊
業
で
予
約

キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
始
め
た
サ
ー
ビ

ス
業
や
、
建
設
資
材
の
高
騰
や
設

備
機
器
の
納
期
遅
れ
が
続
い
て
い

る
建
設
業
は
横
ば
い
に
と
ど
ま
っ

た
。

　

先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、▲
23
・

０（
今
月
比
▲
５
・
２
㌽
）。需
要
喚

起
策
に
よ
る
売
上
回
復
を
期
待
す

る
声
が
あ
る
一
方
、
全
国
的
な
新

規
感
染
者
数
の
増
加
を
受
け
、
物

価
上
昇
に
よ
る
消
費
マ
イ
ン
ド
の

低
下
を
危
惧
す
る
事
業
者
が
増

加
。ま
た
、今
後
も
資
源
・
原
材
料

価
格
高
騰
や
円
安
の
急
伸
に
よ
る

コ
ス
ト
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

感
染
再
拡
大
に
よ
る
行
動
制
限
な

ど
へ
の
懸
念
が
強
ま
っ
て
い
る
。

【
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
状
況
】

　

～
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
付
帯
調
査
～

　

７
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

　

日
本
商
工
会
議
所
は
７
月
29

日
、
７
月
の
商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ

Ｏ（
早
期
景
気
観
測
）調
査
結
果
と

同
時
に
付
帯
調
査
結
果
を
「
今
月

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
と
し
て
発
表
し

た
。７
月
の
付
帯
調
査
で
は
、「
海

外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
状
況
」
な
ど

に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
。調
査
対

象
は
、
全
国
３
３
１
商
工
会
議
所

の
会
員
２
５
７
６
企
業
（
有
効
回

答
数
２
０
４
５
企
業
、回
答
率
79
・

４
％
）。

LOBO
7月結果

業
況
Ｄ
Ｉ
は
改
善
傾
向
続
く

業
況
Ｄ
Ｉ
は
改
善
傾
向
続
く

～
感
染
再
拡
大
の
懸
念
強
ま
る
～

～
感
染
再
拡
大
の
懸
念
強
ま
る
～

◇
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の
状
況

　

海
外
展
開
企
業
は
18
％

　

主
な
相
手
国
は「
中
国
」

○�

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い

る
企
業
は
18
・
1
％
。具
体
的
に

は
、「
輸
入
」（
44
・
８
％
）、「
輸

出
」（
40
・
７
％
）の
順
で
多
く
、

「
海
外
拠
点
・
現
地
法
人
の
設

立
」は
26
・
８
％
、「
業
務
・
委
託

提
携
」は
19
・
６
％
だ
っ
た
。

○�
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
主
な
展
開

先
は
、「
中
国
」
が
最
多
で
57
・

５
％
。次
い
で「
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
」（
49
・
５
％
）、「
北
米
」（
30
・

９
％
）、「
台
湾
」（
30
・
９
％
）、

「
欧
州
」（
29
・
５
％
）、「
韓
国
」

（
22
・
９
％
）の
順
で
多
く
な
っ

て
い
る
。

○�

中
国
に
つ
い
て
は
、
人
件
費
高

騰
や
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
政
策
な
ど
の

影
響
を
指
摘
す
る
声
も
あ
っ

た
。ま
た
、「
今
後
、
展
開
を
予

定
・
検
討
し
て
い
る
」回
答
は
２

割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

◇
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
お
け
る

今
後
の
方
針
／
課
題
・
懸
念
材
料

　
「
拡
大
検
討
」は
40
％

　

人
材
確
保
・
育
成
が
課
題
に

○�

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
の
今
後
の
方
針

（「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て

い
る
」
企
業
対
象
）
に
つ
い
て

は
、「
現
状
維
持
」が
55
・
０
％

で
、「
さ
ら
な
る
拡
大
を
検
討
」

は
40
・
６
％
。「
縮
小
・
廃
止
」は

２
・
８
％
に
と
ど
ま
っ
た
。

○�

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
す
る
理

由
に
つ
い
て
は
、「
海
外
需
要

の
取
込
み
」
が
70
・
１
％
で
最

多
。次
い
で「
取
引
先
の
海
外
展

開
」（
24
・
７
％
）、「
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
へ
の
参
画
」（
18
・
６
％
）、

「
安
価
な
原
材
料
な
ど
の
確
保
」

（
17
・
５
％
）、「
越
境
Ｅ
Ｃ
環
境

の
広
が
り
」（
16
・
５
％
）の
順
で

多
く
な
っ
て
い
る
。

○�

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
お
け

る
課
題
・
懸
念
材
料
に
つ
い
て

は
、「
人
材
の
確
保
・
育
成
」（
49
・

６
％
）、「
信
頼
で
き
る
現
地
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
の
確
保
」

（
47
・
６
％
）、
が
４
割
を
超
え

た
。

～会員事業所の財形事務を代行いたします～

館山商工会議所
財形貯蓄事務代行制度

　館山商工会議所では会員サービスの一環と
して「財形貯蓄事務代行制度」に取り組んで
います。
　面倒な財形の事務手続きを事業主に代わっ
て代行いたしまます。
　この機会にぜひ財
形制度の導入をご検
討いただき、当所の
事務代行で財形をス
タートしましょう。

ゆとりのためのこのプラン
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青
年
部
の
窓

『
花
火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
２
０
２
２
を
終
え
て
』

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
っ
た
『
花
火
と
フ
ラ
メ

ン
コ
』
事
業
は
、
強
風
の
心
配
も

あ
る
中
、
無
事
盛
大
に
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
で
26
回
目
を
数
え
た
『
花

火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
』
は
、
館
山
商

工
会
議
所
青
年
部
が
発
足
さ
せ
実

施
し
て
い
く
中
で
、『
全
国
大
学

フ
ラ
メ
ン
コ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
』
と
体
制
を
整
え
、
官

民
一
丸
と
な
り
運
営
す
る
、“
館

山
で
１
週
間
に
わ
た
り
全
国
の
大

学
生
が
フ
ラ
メ
ン
コ
合
宿
を
行

う
事
業
”
に
ま
で
発
展

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
『
花
火
と
フ
ラ
メ
ン

コ
』
は
館
山
の
夏
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
市
内
外

の
方
た
ち
に
も
親
し
ま

れ
て
き
ま
し
た
し
、
参

加
し
て
く
れ
る
学
生
か

ら
も
『
館
山
で
過
ご
し

た
中
で
一
番
素
敵
な
思

い
出
』
と
し
て
引
き
継

が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
２
０
１
９

年
９
月
の
台
風
被
害
に

加
え
直
後
の
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ

り
、
観
光
の
ま
ち
館
山

で
活
躍
さ
れ
る
事
業
所

や
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
は
未
曽
有
の
危
機
的

状
況
と
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
の
影
響

は
行
政
に
も
大
き
く
、

当
実
行
委
員
会
へ
の
予
算
も
打
ち

切
ら
ざ
る
を
得
ず
、
や
む
な
く
館

山
市
は
撤
退
、
ま
た
実
行
委
員
会

の
一
部
を
組
織
す
る
民
間
団
体
も

解
散
す
る
こ
と
と
な
り
、
事
業
継

続
の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
こ
の
事
業
を
な
く
し

て
し
ま
っ
て
よ
い
の
か
と
い
う
思

い
と
、
な
に
よ
り
学
生
た
ち
の
強

い
声
を
受
け
、
館
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
全

国
大
学
フ
ラ
メ
ン
コ
連
盟
フ
レ
ス

ポ
ン
で
実
行
委
員
会
を
存
続
さ

せ
、『
花
火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
』
だ

け
で
も
開
催
し
よ
う
と
決
起
し
ま

し
た
。
２
０
１
９
年
の
合
宿
直
前

に
急
逝
さ
れ
た
故
間
瀬
玄
弥
氏
の

意
志
を
受
け
継
い
だ
、
第
１
回
に

学
生
と
し
て
参
加
し
た
現
在
の
フ

レ
ス
ポ
ン
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の

橋
本
美
穂
さ
ん
瀬
戸
雅
美
さ
ん

と
、
幹
部
学
生
を
中
心
に
７
大
学

が
連
携
し
前
身
の
実
行
委
員
会
業

務
を
引
き
継
ぎ
準
備
に
奔
走
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
総
勢
74
名
の
大
学
生
が

全
国
か
ら
参
加
し
、
30
分
間
と
い

う
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
大
輪

の
花
火
の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

フ
ラ
メ
ン
コ
は
圧
巻
で
し
た
。
今

回
は
地
元
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル

や
子
供
屋
台
、
安
房
西
高
吹
奏
楽

部
な
ど
が
加
わ
り
、
会
場
も
大
い

に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

館
山
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
部
員
減
少
と
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
活
動
縮
小
の
な
か

新
体
制
を
発
足
さ
せ
運
営
し
て
い

く
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
点
も
あ

り
ま
し
た
が
、
一
つ
大
き
な
事
業

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は

と
て
も
有
意
義
で
あ
り
、
部
員
間

は
も
と
よ
り
Ｏ
Ｂ
会
の
先
輩
方
と

の
連
携
強
化
に
も
つ
な
が
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
今
後
の
実
施
に

つ
い
て
は
不
透
明
な
点
が
あ
り
ま

す
が
、
継
続
事
業
と
し
て
微
力
な

が
ら
館
山
市
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
よ
う
し
っ
か
り
と
引
継
ぎ
連
携

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
『
花
火
と
フ
ラ
メ
ン

コ
』
実
施
に
際
し
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
関
係
各
位
の
皆
様
と
、
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
た
部
員
諸
君

に
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

館
山
商
工
会
議
所
青
年
部
会
長

　
　
　
　
　
　

井　

月　
　
　

昇
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ス
ト
レ
ス
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
工
夫
を
し

て
い
る
と
い
う
人
は
多
い
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
方
法
が
、

心
身
の
回
復
と
な
ら
ず
に
逆
効
果

だ
っ
た
と
し
た
ら
、
せ
っ
か
く
の

取
り
組
み
も
報
わ
れ
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
マ
イ
ナ
ス
の
気
分
転
換
を

プ
ラ
ス
に
変
え
る
方
法
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

【
Ｎ
Ｇ
１
．
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
】

　

気
持
ち
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

た
め
に
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

む
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
た

い
と
き
は
、
脳
に
栄
養
を
送
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
ミ
ル
ク
と
砂
糖

た
っ
ぷ
り
の
カ
フ
ェ
オ
レ
や
、
甘

い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
は
、
血
糖

値
を
上
げ
る
と
同
時
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
効
果
も
あ
る
の
で
、
仕
事
中
の

集
中
力
が
高
ま
り
ま
す
。
エ
ナ
ジ

―
ド
リ
ン
ク
の
効
き
目
を
実
感

す
る
の
は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
と
糖
が

多
く
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
市
販
の
清
涼
飲
料
水

は
、
驚
く
ほ
ど
糖
分
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
自
分
で

砂
糖
を
入
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
ち
な
み
に
角
砂
糖
は
、
１

個
10
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
未
満
と
実
は

低
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
適
度
に
甘
い

も
の
を
摂
取
す
る
こ
と
が
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
と
仕
事
の
効
率
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。

【
Ｎ
Ｇ
２
．
明
る
い
環
境
】

　

目
が
悪
く
な
る
か
ら
疲
れ
な
い

よ
う
に
明
る
さ
を
確
保
し
よ
う
と

作
業
環
境
を
で
き
る
だ
け
明
る
く

し
て
い
ま
せ
ん
か
。
実
は
、
明
る

す
ぎ
る
環
境
は
、
緊
張
や
イ
ラ
イ

ラ
の
原
因
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
普
段
つ
け
て
い
る
手
元
の

ラ
イ
ト
を
消
し
て
み
る
、
直
射
日

光
が
入
ら
な
い
よ
う
に
窓
際
の

シ
ェ
ー
ド
を
閉
じ
て
み
る
な
ど
、

気
持
ち
が
安
定
す
る
明
る
さ
の
環

境
を
整
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
の
明
る
さ
を

抑
え
る
こ
と
も
有
効
で
す
。

【
Ｎ
Ｇ
３
．
休
み
の
日
は
ひ
た
す
ら

寝
る
】

　

体
調
が
良
く
な
い
と
き
は
、
体

を
休
ま
せ
る
こ
と
は
必
要
で
す
。

た
だ
、
ひ
た
す
ら
寝
て
い
る
と
、

ゆ
っ
く
り
休
ん
だ
は
ず
な
の
に
、

疲
労
感
が
残
っ
た
ま
ま
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
。
そ
れ
は
、
脳

内
ホ
ル
モ
ン
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
欠

乏
状
態
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
不
足

す
る
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が

り
、
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
り
や

す
い
の
で
す
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
生

成
す
る
に
は
、
１
日
20
分
程
度
の

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
運
動
が
大
事
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
部
屋
を
掃
除

す
る
の
も
い
い
で
す
し
、
散
歩
す

る
、
買
い
物
に
行
く
な
ど
、
少
し

体
を
動
か
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

自
然
と
気
持
ち
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
て
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

　

今
ま
で
、
良
か
れ
と
思
っ
て

行
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
少

し
視
点
を
変
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。効
果
的
な
気
分
転
換
方
法
で
、

少
し
で
も
快
適
な
毎
日
を
送
る
一

助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

　

代
表
理
事　
　

大
野　

萌
子

「
マ
イ
ナ
ス
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
方
法
を
プ
ラ
ス
に
」


